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と
い
う
根
元
的
な
教
示
に
解
す
る
の
は
、
論
理
の
飛
躍
に
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
中
論
管
性
の
空
か
ら
我
執
a
h
a
m
k
�
ra
と
我
所
執
ヨ
.
ヨ
.冨
.、
の
空
へ
と
連
な
謹
の
論
理
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
縁
起
無
自
性
空
説
は
、
無
自
性
を
媒
介
と
し
な
が
ら
、
ま
さ
し
く
仏
教
が
目
指
す
涅
槃
n
irv
an
a
に
至
る
道
と
な
り
、
「
三
輪
清
浄
の
道
」
を
し
て
、
よ
く
宗
教
的
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
真
実
た
ら
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
縁
起
無
自
性
空
説
の
無
自
性
は
、
中
論
の
中
核
と
し
て
、
ひ
と
り
縁
起
無
自
性
空
説
の
み
な
ら
ず
、
真
俗
二
諦
説
に
お
い
て
も
不
可
欠
の
哲
学
的
使
命
を
果
し
て
い
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
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二
、
『朝
鮮
道
教
史
』
高
麗
記
事
の
検
討
三
、
高
麗
道
教
の
機
関
と
斎
醺
四
、
高
麗
道
教
の
特
徴
ー
〈
以
下
次
号
>
1
五
、
結
び
ー
仏
教
と
関
連
し
て
1
一
、
は
じ
め
に
高
麗
時
代
は
、
韓
国
史
上
に
お
い
て
、
そ
の
典
籍
性
が
も
っ
と
も
高
く
評
価
さ
れ
る
時
期
で
あ
る
。
史
書
は
も
ち
ろ
ん
、
仏
教
関
係
諸
書
・
金
石
文
、
そ
し
て
個
人
の
文
集
に
至
る
ま
で
数
多
い
作
品
が
撰
述
さ
れ
、
多
数
が
現
存
す
る
。
ま
た
『
高
麗
史
』
=
二
九
巻
(
一
四
五
一
年
撰
)
と
『
高
麗
史
節
要
』
三
五
巻
(
一
四
五
二
年
撰
)
と
の
両
大
史
書
が
あ
る
の
で
、
当
代
の
研
究
が
比
較
的
容
易
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
実
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
と
く
に
仏
教
や
道
教
等
の
信
仰
史
に
お
い
て
は
他
時
代
よ
り
遅
れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
、
高
麗
仏
教
に
対
し
て
は
終
来
、
部
分
的
研
究
が
数
多
く
進
め
ら
れ
て
来
た
。
し
か
し
道
教
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど
未
開
拓
の
状
態
に
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
高
麗
時
代
に
お
け
る
信
仰
史
研
究
の
後
進
性
は
、
な
に
よ
り
も
当
時
習
俗
の
も
つ
多
様
性
ま
た
は
雑
然
性
に
大
き
な
原
因
が
あ
る
も
の
と
指
摘
さ
れ
る
。
例
え
ば
抑
仏
崇
儒
の
政
策
下
で
撰
集
さ
れ
た
『
高
麗
史
』
等
の
史
書
に
は
、
仏
教
関
係
記
事
の
採
録
が
多
分
制
約
さ
れ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
現
存
記
事
の
相
当
な
部
分
を
占
め
て
お
り
、
道
教
等
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
関
係
信
仰
の
盛
行
さ
を
示
唆
す
る
に
違
い
な
い
が
、
信
仰
に
関
す
る
記
事
は
多
く
俗
信
性
を
帯
び
て
い
る
の
で
、
資
料
の
取
扱
い
に
難
さ
が
増
し
、
そ
れ
が
結
局
研
究
者
の
足
を
引
っ
張
る
形
に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
仏
教
と
道
教
と
が
共
に
流
行
っ
た
高
麗
時
代
に
お
け
る
、
こ
と
に
い
ま
だ
研
究
の
遅
れ
た
道
教
資
料
を
取
り
あ
げ
そ
の
資
料
の
性
格
に
注
意
を
は
ら
い
つ
つ
、
高
麗
道
教
の
本
質
と
そ
の
流
れ
の
一
端
を
辿
り
、
仏
教
と
の
関
連
問
題
を
尋
ね
る
こ
と
に
す
る
。
二
、
『
朝
鮮
道
教
史
』
高
麗
記
事
の
検
討
周
知
の
如
く
、
韓
国
仏
教
史
の
綜
合
資
料
集
と
し
て
李
能
和
編
『朝
鮮
仏
教
通
史
』
三
巻
が
あ
る
が
、
道
教
崟
料
集
と
し
て
も
la
=
)
v
同
氏
の
覇
鮮
道
教
知
』
が
あ
る
・
こ
の
『朝
鮮
道
教
史
』
こ
そ
韓
国
道
教
史
研
究
の
唯
一
の
手
掛
か
り
で
、
斯
界
の
学
説
は
大
体
こ
れ
を
一
方
的
に
追
従
し
て
い
る
実
情
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
資
料
的
な
面
か
ら
本
書
の
内
容
を
再
検
討
す
る
と
、
少
な
く
な
い
問
題
点
が
生
じ
て
く
る
。
そ
れ
を
高
麗
時
代
の
部
分
に
し
ぼ
っ
て
見
る
と
次
の
よ
う
な
三
つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
資
料
採
録
の
基
準
問
題
で
あ
る
。
高
麗
の
道
教
資
料
は
、
斎
醺
儀
礼
・
青
詞
・
道
観
類
・
神
仙
類
.
信
仰
習
俗
等
に
分
け
て
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
い
ず
れ
の
分
野
に
お
い
て
も
資
料
が
洩
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
彼
の
史
観
に
誤
謬
を
も
た
ら
す
結
果
に
繋
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
彼
が
斎
醺
の
最
初
の
資
料
と
し
て
採
り
あ
げ
た
の
が
顕
宗
十
二
年
(
一
〇
ニ
1
)
s
記
②
事
で
あ
る
が
(
第
=
章
)
、
『
高
麗
史
節
要
』
に
は
成
宗
元
年
(
九
八
二
)
以
前
に
す
で
に
頻
繁
に
修
め
ら
れ
た
例
が
現
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
斎
醺
は
太
祖
七
年
(
九
一
コ
)
醺
星
処
と
し
て
建
立
さ
③
れ
た
九
曜
堂
か
ら
は
じ
ま
っ
た
も
の
と
見
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
次
に
、
用
語
概
念
の
転
用
問
題
で
あ
る
。
在
来
、
韓
国
史
上
で
は
よ
く
道
教
と
道
家
、
道
(
儒
・
仏
・
道
)
と
仙
(
儒
・
仏
・
仙
)
と
を
混
用
し
、
成
立
道
教
(
教
団
道
教
)
の
活
動
が
著
し
く
な
か
っ
た
故
に
、
そ
れ
と
民
衆
道
教
と
の
区
別
を
も
明
ら
か
に
し
に
く
い
。
そ
う
し
た
高
麗
に
、
睿
宗
五
年
(
一
=
○
)
宋
か
ら
道
士
二
人
が
来
朝
し
・
こ
れ
を
迎
え
た
高
麗
朝
廷
は
闕
内
に
道
教
福
源
齣
を
建
立
す
る
。
が
、
氏
は
こ
う
し
た
一
連
の
道
教
活
動
(
成
立
道
教
)
を
重
視
し
た
挙
げ
く
、
そ
れ
以
前
の
斎
醺
記
録
を
軽
視
し
、
道
教
的
要
素
を
別
の
と
こ
ろ
で
求
め
、
つ
い
に
国
初
か
ら
の
八
関
会
0
を
道
教
斎
醺
と
見
な
す
(
第
一
〇
章
)
。
こ
れ
は
、
も
と
よ
り
新
羅
花
郎
徒
に
縁
由
し
た
仙
・
仙
風
等
の
「
仙
」
と
、
儒
・
仏
・
仙
の
「
仙
」
⑥
と
の
概
念
を
同
一
視
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
各
種
俗
信
的
性
格
を
帯
び
高
麗
王
室
五
礼
の
中
の
賀
礼
雑
儀
と
し
て
設
行
さ
れ
た
八
関
会
は
、
時
代
の
移
り
変
り
に
よ
っ
て
そ
の
概
念
を
も
変
遷
し
た
と
こ
ろ
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
れ
は
図
讖
信
仰
の
流
行
の
中
で
仏
教
⑦
の
護
国
的
展
開
に
関
わ
り
つ
つ
設
け
ら
れ
た
国
家
的
祭
儀
で
あ
り
、
そ
れ
を
道
教
斎
醺
と
見
な
す
の
は
再
考
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
前
述
の
問
題
と
関
連
し
て
見
る
と
、
李
能
和
氏
は
、
成
立
道
教
と
民
衆
道
教
と
を
区
別
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
道
教
」
と
「道
教
的
な
も
の
」
と
の
問
題
と
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ぽ
、
彼
は
福
源
宮
建
立
以
降
の
社
会
的
様
相
を
取
り
あ
げ
高
麗
形
成
期
を
解
釈
す
る
(
第
一
一
章
)
。
こ
れ
に
就
い
て
は
後
述
す
る
が
、
結
局
後
来
学
者
ら
が
図
讖
信
仰
(
と
く
に
風
水
地
理
説
)
⑧
を
、
道
教
と
理
解
す
る
端
緒
を
提
供
し
て
い
る
。
成
立
道
教
と
民
衆
道
教
と
の
不
分
別
、
あ
る
い
は
仏
教
教
義
に
帰
着
し
難
い
事
項
は
道
教
に
含
ん
で
考
え
る
傾
向
か
ら
生
じ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
他
に
も
、
高
麗
道
観
・
仙
派
(
道
教
人
士
)
等
、
い
く
つ
か
の
事
項
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
こ
と
に
す
る
。
三
、
高
麗
道
教
の
機
関
と
斎
醺
で
は
、
高
麗
道
教
と
は
一
体
ど
う
い
う
も
の
か
。
そ
の
輪
廓
を
把
握
す
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
当
時
の
道
教
資
料
を
、
次
の
よ
う
な
幾
つ
か
の
分
野
に
、
分
け
て
考
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。
　　
ま
ず
、
支
那
道
士
の
来
朝
は
、
〈
表
一
〉
〈
表
一
〉
の
よ
う
に
現
わ
れ
る
。
年
代
匪
嗹
名
塑
睿
宗
五
年
C
1
1
10
)
宋
二
人
関
連
事
項
福
源
宮
建
立
に
役
割
高
麗
道
士
十
余
人
得
度
典
拠
一
備
考
仁
宗
二
年
(
壬
西
)
忠
烈
王
二
四
年
(
三
九
八
)
恭
愍
王
一
九
年
(
三
七
〇
)
宋
黄
大
中
(
忠
)
・
陳
応
常
元明
二
人
徐
師
昊
忠
宣
王
妃
制
国
大
長
公
主
の
詛
呪
祈
穣
山
川
祭
祀
碑
建
立
『
高
麗
図
経
』
巻
第
一
八
『
宋
史
』
列
伝
巻
第
二
四
六
『
高
麗
図
経
』
巻
第
二
四
『
高
麗
史
』
列
伝
巻
第
二
『
高
麗
史
』
世
家
巻
第
四
二
『
東
国
輿
地
勝
覧
』
巻
四
李
仲
若
の
入
宋
が
先
立
つ
仁
宗
冊
封
使
節蕃
僧
五
人
と
共
に
来
朝
明
の
国
威
宣
揚
す
な
わ
ち
道
士
の
来
朝
は
、
睿
宗
五
年
北
宋
道
君
皇
帝
黴
宗
の
派
遣
か
ら
で
あ
り
、
高
麗
の
成
立
道
教
活
動
を
も
そ
の
時
が
も
っ
と
も
著
し
い
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
高
麗
道
教
の
体
系
化
が
見
ら
れ
、
以
降
道
士
の
存
在
が
確
か
め
ら
れ
る
。
次
に
、
道
教
関
係
の
機
関
は
、
〈
表
二
〉
の
よ
う
に
纒
め
ら
れ
る
。
名
〈
表
二
〉
称
[
設
置
年
房
止
主
位
置
九
曜
堂
氈
壇
玉
燭
亭
星
宿
殿
福
源
宮
祈
恩
色
・
大
醺
色
太
祖
七
年
(
九
三
)
宣
宗
五
年
(
δ
八
八
)
以
前
朝
鮮
太
祖
元
年(三
空
)
睿
宗
元
年
(
二
〇七)
元
始
天
尊
像
奉
安
睿
宗
五
年
C
1
1
10
>
以
前
睿
宗
十
年
(
一
二
五
)
前
後
麗
末
麗
末
朝
鮮
太
祖
元
年
毅
宗
代
(
一
西
七
i
1
1七
0
>
明
宗
八
年
都
内
塩
州
(延
安
)
延
慶
宮
闕
内
闕
内
内
殿
区
分
一
醺
星
処
祭
天
壇
典
拠
『
高
麗
史
』
世
家
巻
第
一
『
東
国
輿
地
勝
覧
』
巻
五
『
高
麗
史
』
志
巻
第
一
七
備
考
亭
謝
便
殿
道
観
権
務
都
監
『高
麗
史
』
世
家
巻
第
一
二
『高
麗
史
』
世
家
巻
第
一
二
『高
麗
史
』
世
家
巻
第
一
八
『高
麗
史
』
世
家
巻
第
一
九
高
宗
四
十
年
、
権
臣
崔
抗
が
江
華
に
も
建
立
仁
宗
初
に
五
星
殿
、
同
一
六
年
霊
宝
殿
と
改
称⑨
高
麗
最
初
の
道
観別
例
祈
恩
都
監
に
代
置
別
例
祈
恩
都
監
祈
恩
都
監神
格
殿
浄
事
色
大
清
観
昭
格
殿
焼
銭
色
清
渓
拝
星
所
明
宗
八
年
(
二
七
八
)
高
宗
四
年
C
ご
ll七
)
高
宗
四
二
年
(
三
五
五
)
以
前
高
宗
四
五
年
(
三
五
八
)
忠
宣
王
代
(
三
〇
九
1
1h1三
D
高
宗
四
年
高
宗
四
五
年朝
鮮
太
祖
元
年
朝
鮮
太
祖
元
年
朝
鮮
太
祖
元
年
朝
鮮
代
ま
で
存
続
朝
鮮
太
祖
元
年
朝
鮮
太
祖
元
年
内
殿
内
殿
都
内
内
殿
闕
内
都
内
内
殿
権
務
都
監
権
務
都
監
道
観
権
務
都
監
東
班
道
観
権
務
都
監
醺
星
処
『
高
麗
史
節
要
』
巻
之
一
五
『
高
麗
史
節
要
』
巻
之
一
五
『
高
麗
史
』
世
家
巻
第
二
四
『
高
麗
史
』
志
巻
第
ゴ
ニ
『
高
麗
史
』
志
巻
第
ゴ
ニ
『
太
祖
実
録
』
巻
第
二
『
太
祖
実
録
』
巻
第
二
『
太
祖
実
録
』
巻
第
二
祈
恩
都
監
に
代
置浄
事
色
に
代
置
忠
宣
王
代
に
斎
醺
都
監
と
も
呼
称四
方
に
別
観
を
置
く
(
①
B
)
朝
鮮
の
代
表
的
道
観
に
な
る
こ
れ
ら
道
教
機
関
に
は
東
班
(
文
班
)
・
権
務
都
監
の
国
家
機
関
(
役
所
)
、
便
殿
・
亭
謝
の
闕
内
殿
閣
、
道
観
、
醺
星
処
等
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
い
ず
れ
の
機
関
に
お
い
て
も
、
そ
の
主
な
任
務
は
斎
醺
作
法
の
設
行
に
あ
っ
た
。
成
立
道
教
の
活
動
と
か
斎
醺
設
行
の
主
管
あ
る
い
は
単
な
る
斎
醺
所
等
、
こ
れ
ら
の
機
関
に
は
各
各
異
な
る
特
性
が
あ
っ
た
ろ
う
が
、
斎
醺
設
行
と
い
う
当
時
道
教
の
存
置
目
的
の
故
に
、
現
存
資
料
の
み
で
は
そ
の
詳
し
い
究
明
は
難
し
い
状
態
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
他
に
も
、
①
A
高
麗
置
大
清
観
。
以
祀
太
一
。
又
以
太
一
遷
移
。
随
方
立
殿
。
以
祀
之
。
(聾
履
韈
史
』)
B
朝
鮮
太
宗
四
年
(
一
四
〇
四
)
甲
申
二
月
。
…
…
前
朝
(
高
麗
)
。
置
福
源
宮
.
昭
格
殿
。
別
建
大
清
観
。
又
於
艮
(
和
寧
)
・
巽
(
忠
州
)
・
坤
(
富
平
)
・
乾
(
亀
州
)
方
。
逐
所
次
之
宮
。
営
建
宮
観
。
以
行
醺
礼
。
(獅
懿
嘆
録
」
)
②
A
朝
鮮
太
祖
元
年
(
=
二
九
二
)
壬
申
八
月
。
礼
曹
典
書
趙
璞
等
。
上
書
日
。
諸
道
殿
.
神
祠
醺
祭
等
事
。
前
朝
(
高
麗
)
君
王
。
各
以
私
願
。
…
…
(懿
嘆
録
」)
B
漢
城
府
。
霊
星
壇
・
老
人
星
壇
。
(隔
鰊
咽
纈
勤
)
C
江
華
郡
。
塹
城
(
星
)
壇
。
世
伝
。
檀
君
祭
天
処
。
本
朝
(朝
鮮
)
仍
前
朝
(
高
麗
)
之
旧
酷
星
于
此
祠
。
(粡
洪
一)
19
D
文
化
塁
四
天
妻
有
星
宿
鑾
故
恥
(翠
)
等
、
各
地
の
醺
星
処
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
道
観
の
斎
醺
と
神
祠
の
そ
れ
と
に
、
差
を
置
い
て
考
え
る
⑪
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
史
料
②
C
の
塹
星
壇
斎
醺
で
見
る
よ
う
に
、
資
料
上
で
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
差
が
認
め
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
こ
の
方
面
の
研
究
を
期
待
し
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
断
定
は
避
け
る
こ
と
に
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
が
高
麗
中
葉
以
降
の
道
教
斎
醺
の
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
充
分
認
め
ら
れ
、
②
B
の
老
人
星
壇
が
各
処
に
設
置
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
道
教
機
関
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
似
す
る
殿
閣
が
か
な
り
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
さ
ら
に
、
『
高
麗
史
』
に
よ
っ
て
、
高
麗
時
代
の
設
行
の
明
ら
か
な
斎
醺
儀
礼
を
集
計
す
れ
ぽ
、
〈
表
三
〉
の
よ
う
に
な
る
。
〈
表
三
〉
顕
宗
代
C
100
九
-
1O
i三
>
徳
宗
代
(
一Ω
三
-
10
三
四)
靖
宗
代
(
一9
西
1
δ
四
六
)
文
宗
代
(
δ
四
六
1
δ
八
二
)
宣
宗
代
(
δ
八
三
1
δ
九
四
)
粛
宗
代
(
一〇
九
五
-
一
一〇
五
)
三
回
一
回
六
回
一
四
回
一
二
回
一
四
回
睿
宗
代
(
二
〇
五
-
一
三
二
)
仁
宗
代
(
≡
三
-
一
西
六
)
毅
宗
代
(
二
四
六1
二
七
〇
)
明
宗
代
高
宗
代
元
宗
代
(
11七
0
-
二
七
九
)
(
三
三
-
三
尭
)
(
三
亮
-
三
茜
)
二
三
回
一
一
回
二
九
回
八
回
一
二
回
=
一回
忠
烈
王
代
(
一二
七
四
1
=ゴ〇
八
)
二
五
回
忠
粛
王
代
(
ゴ
三
三
-
三
三
九
)
六
回
忠
穆
王
代
忠
定
王
代
廃
偶
王
代
恭
譲
王
代
(
;
西
四
1
三
四
八
)
(
三
四
八
1
;
辜
)
IC
11毛
四
⊥
一一;
八
)
IC
lb)八
八
-
三
九
二
)
三
回
一
回
六
回
一
回
総
三
四
王
の
中
の
一
八
王
　fi
l
八
七
回
*
『
高
麗
史
』
の
王
暦
換
算
は
、
即
位
翌
年
が
元
年
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
即
位
年
か
ら
数
え
る
。
睿
宗
以
前
に
、
数
多
い
斎
が
修
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
斎
醺
科
儀
の
歴
史
を
物
語
る
の
に
違
い
な
い
。
⑫
こ
の
他
に
も
、
仏
教
儀
礼
の
「
道
場
」
同
様
に
道
教
儀
礼
の
「
道
場
」
の
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
す
れ
⑬
ば
(
こ
の
方
面
の
研
究
不
足
に
よ
っ
て
「
道
場
」
と
は
す
べ
て
仏
教
儀
礼
と
し
て
集
計
さ
れ
る
現
状
で
あ
る
が
)
、
道
教
系
統
の
儀
礼
は
こ
れ
よ
り
ず
っ
と
多
く
な
る
も
の
で
、
大
清
観
を
設
置
し
た
忠
宣
王
代
(
〈
表
二
〉
)
の
記
録
が
、
〈
表
111>
>
ま
っ
た
く
現
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
も
し
〈
表
三
〉
の
一
八
七
回
の
斎
醺
設
行
回
数
に
限
っ
て
考
え
て
も
、
そ
れ
が
当
時
社
会
に
お
い
て
信
仰
的
流
れ
の
一
脈
を
、
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
斎
醺
の
種
類
は
、
本
命
星
宿
醺
・
北
斗
醺
・
太
一
醺
・
星
変
祈
穣
醺
・
十
一
曜
醺
・
三
界
醺
・
七
鬼
五
温
神
醺
.
百
神
醺
.
開
福
神
醺
.
別
貢
斎
醺
・
助
兵
六
丁
醺
・
天
皇
醺
・
月
(礼
)
醺
・
誕
日
醺
等
'
1110
余
種
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
ら
は
、
〈
表
二
〉
の
道
教
機
関
は
も
と
よ
り
闕
庭
・
正
殿
・
便
殿
を
問
わ
ず
各
処
で
修
め
ら
れ
た
。
い
ず
れ
も
王
室
の
発
願
に
よ
っ
た
も
の
で
、
設
行
目
的
は
一
言
で
国
泰
民
安
王
業
繁
栄
と
言
え
よ
う
が
、
具
体
的
に
羅
列
す
る
と
、
祝
寿
・
祈
風
雨
順
調
・
祈
雨
・
祈
雪
.
祈
穀
(
農
事
)
・
救
病
・
祈
兵
捷
・
穣
忠
・
穣
疫
・
穣
災
・
星
変
祈
穣
・
穣
地
震
等
の
十
二
種
の
他
に
も
、
数
種
の
目
的
が
窺
え
る
。
ま
た
、
現
存
の
斎
醺
青
詞
類
を
整
理
す
る
と
、
高
麗
末
ま
で
〈
表
四
〉
の
よ
う
に
な
る
。
〈
表
四
〉
撰
者
青
詞
名
崔
致
出遅
(
八五
七
i
ソ̂
・)
「
上
元
黄
録
斎
詞
」
等
書
軾
(
霎
亠
五
三
「乾
靉
醺
礼
嘉
」
崔
惟
清
(
鏨
亠
豊
「乾
靉
醺
礼
青
詞
」
所
典
一
備
考
『崔
吝
晨
衾
』
一
新
羅
人
『
東
文
選
』
『
東
文
選
』
金
克
己
(明
宗
代
人
)
}
「冬
至
杢
嘉
」
等
蟇
姦
』
李
蒹
(
≡
ハ↑
三
四
三
編
囃
行
変
祈
鑾
宝
道
場
譱
礼
一
『東
国
藉
国
集
』
}
李
穀
(
三
九八⊥
三五
三
「小
王
本
命
馨
詞
」
等
　
一
『
東
文
選
』
鄭
誦
(
蕘
⊥
三豊
「福
源
宮
行
誕
日
醺
礼
文
」
等
『
東
文
選
』
権
近
(
董
五
ニ
ー
西
〇
九
)
「
祈
雨
太
一
酷
礼
青
詞
文
」
等
一
『
陽
村
集
』
卞
季
良
(
一三
六
九
-
一四
三
〇
)
「
親
試
文
武
科
行
本
命
醺
青
詞
」
等
『
東
文
選
』
こ
の
中
で
崔
致
遠
所
撰
の
青
詞
文
は
、
彼
の
在
唐
時
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
高
麗
朝
廷
に
お
け
る
彼
の
位
置
や
、
文
人
ら
に
及
ぼ
し
た
影
響
力
か
ら
考
え
て
、
彼
の
撰
文
は
お
そ
ら
く
高
麗
青
詞
様
式
の
手
本
に
な
っ
た
と
見
て
も
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
以
下
の
作
品
等
は
福
源
宮
建
立
の
前
後
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
青
詞
醺
文
の
管
掌
は
、
道
観
で
な
く
、
秘
書
省
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
こ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
朝
廷
重
臣
の
作
で
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
文
臣
儒
林
に
と
っ
て
道
教
的
教
養
は
必
須
要
件
化
し
た
こ
と
に
な
る
。
ー
〈
以
下
次
号
>
1
